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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、腫瘍抑制因子である網膜芽細胞腫1と相互作用する核タンパク質をコードしています。相互作用する2つのタンパク質は、E2F1転写因子によって活性化されるプロモーターの転写抑制因子として作用すると考えられています。このタンパク質には、転写抑制因子モチーフであるKruppel関連ボックス（KRAB）が含まれています。下流遺伝子LOC389458のエクソンを含むリードスルー転写産物は、この遺伝子座から発現されます。[RefSeq提供、2011年3月],機能：E2F依存性転写を抑制する可能性があります。AR依存性転写を促進する可能性があります。,類似性：krueppel C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。,類似性：1つのKRABドメインを含みます。,類似性：16個のC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,サブユニット：ARおよびRB1と相互作用します。 NR3C1/GRなどの他の核ホルモン受容体と相互作用する可能性もあります。,組織特異性:骨、脳、心臓、腎臓、肝臓、肺、膵臓、胎盤で発現します。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；転写因子
	画像データ
	

	RBAK抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	RBAK ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

